第８回　第５部会（都市整備）

（第２回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成１９年９月６日（木）午後６時００分～午後８時００分
出席者：（リーダー）和田浩一、小笠原春一、石亀裕、中原義勝、南部敏子、仲川弘誓、　　　　　　　　大平定子、河村信義
事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹、福地主査
議　題：１．前回保留事項の確認について

２．各自の感想・想いについて
　　　　３．次回視察について
　　　　４．次々回までの宿題について

　　　　５．決定事項
１．前回保留事項の確認について
　①プロジェクトメンバーの拡大等について（和田）
・条例の方向性が決まるまでこのメンバーで進めて行き、幅広く集める必要がある段階にな
ったら公募を行ったらどうだろうか。
・環境保全市民会議に対してＰＲを行っている。
・現在メンバーから他に適任と思われる人がいたら声掛けして行く。

　　・「登別の姿を見てみよう」をテーマに、環境保全市民会議と合同で視察を行い、意見交換を行ってみたい。
　　　・・・・・・・了解

　

２．各自の感想・想いについて
　①アクションプランを読んでの感想
　　　○・方向性は判るが大雑把である。
　　　　・観光（人集めの）の観点から、札内大地を季節毎に色とりどりの草木による“パッチワークの丘”にしたい。　
　　　　・その丘でマラソン大会、サイクリング大会等のイベントを実施したい。
　　　○・計画書をまだ十分理解していないが、札内大地はミニ美瑛のイメージがあると思っている。
　　　　・札内大地に限らず、自然の山野草を保全しなければならない。
　　　○・実行にあたっては、もう少し具体にしなければならない。
　　　　・楽しみながら歩いて、買い物や公共施設に行けるような、距離を感じさせないようなまちの景観が必要だ。
　　　○・自然と人との共生という表現がよく出てくる。計画書のつくりはどのような解釈もできる表現になっている。
　　　　・具体には、自然を保護しながら都市開発を行うことや過去の自然を再現することが考えられる。
　　　　・市民意識の向上が必要である。
　　　　・民有地にある動植物を保全できる条例が必要。
　　　　・基本計画より掘り下げた条例を作りたい。
　　　○・高齢化が進んでいるため、歩いて生活するパターンを考えた計画作りが必要だ。
　　　○・どこか視察したい。鷲別岬から幌別川までを歩いてみたらどうだろうか。
　　　　・鷲別から地球岬はいい景観だけれども登別側には何もない。
　　　　・ない物を作るよりも、ある物に枝葉を付けた方がやりやすい。
　　　○・アクションプラン作成には、たくさんの人が凄い労力で携わった。これを理念として具体なものとして条例を作っていきたい。
　　　　・この中に、子供たちが選んだ八景がある。これを見たらどうだろうか。
　　　　・人間の入れない神秘な空間と入れる空間とを区域分けした中で進めたい。

　　　○・△さんからの意見の要約を発表。
　　　　　　・理念は既に定まっているので、規制条例にする
　　　　　　・景観やみどりを大切にしたいとする精神は共通しているが、基本計画の目指すものがみえない
　　　　　　・市の財産とするべく景観やみどりを創造し、これを資源として基幹産業と結びつけたい。
　　　　　　・「景観・緑化を観光資源にする」くらいのテーマを掲げて検討したい。
　　　　　　・今回の条例は、手続き論なので、基本計画の策定した想いを活かせるものにしたい。
　②条例に何を盛り込みたいか
　　　○各自から出された意見を整理して大雑把にくくって、事務局で文章化してもらい、それをベースに肉付けしていく方法で進めたい。
　　　○観光客が多く訪れる芝桜で有名な滝上町では、中心は町や観光協会かもしれないが、町民がボランティアとして活動している。ボランティア精神を支えるつくりになればいいと思う。
　　　○観光客と市民が楽しめるもの、例えば、鉱山町では自然を生かした教育。まちの活性化が期待できるもの、例えば、マリンパーク、漁港の活用など。規制すべきもの、活用できるものの分類から始めたらどうだろう。
　　　○登別らしさといえば、観光資源がある。海を眺めながら、海の食、山の食で客をもてなす。海を眺めるという情景を守りたい。
　　　○・外部の人も市民も楽しめる何かが必要だ。天然の足湯があるが、もう一つ自然の何かが欲しい。小鳥のさえずり、小鳥を呼べる何かがあれば、もっとみんなが楽しめる。
　　　　・海岸線が長いので、その特長を生かす。まちを歩ける環境作り。
　　　○・例えば、景観や緑化のためにある街路樹が、落ち葉の管理に手が掛かるからということで枝が落とされ、せっかくの景観が損なわれてしまう。市民がその落ち葉を拾う意識、責任が必要だ。市では景観を作るが、それを守るのは市民だという意識を条例に入れたい。
　　　　・環境保全市民会議では、登別自然遺産を作ることを考えている。自然を再発見し市民に知らせる。観光資源にもなり、積極的に作っていく、守っていける条例にしたい。
　　　○・市民の意識改革はもっともだが、いきなりは無理だ。市民意識が盛り上がっていない現状。市民の語らいの場が自然発生的にできればいい。
　　　　・鷲別にも海と戯れる場所があった。海に面していながらもったいない。
　　　　・潮風にあたることによる健康増進方法も視野に入れたい。
　　　○・登別は温泉しかない。いかにマリンパークを活かすか、市民のマリンパークとして活かす方法を考えなければならない。
　　　　・鷲別から登別までの海を活かした何かが必要。
　　　○・今挙げられた意見をまとめて、次回報告したい。
　　　　・今ある守るべきもの、育てるもの、統一感を出してつくるものなどがあると思うが、守るために条例はどうあるべきかについて、意見を頂きたい。
　　　○・市内にすずらんやホタルの生息地があるが、広められてはいない。今の市民意識が一歩一歩進んでいかなければならない。それまで守らなければならない。
　　　　・都市開発が知らない間に行われてしまう。開発する方も許認可する方も貴重な物の存在を知らない内に開発してしまう。データベースを作ろうとしているが、開発の参考にしてくれればいいと思う。なくなった物は復元できない。開発の基準つくりをして欲しい。
　　　○・市内４地区に分かれているので、地区毎に集中して意見を出し合ってはどうか。
　　　　・基本的なものはできているので、後は実行方法を決めるだけだと思う。
　　　　・景観と緑化は同時進行した方がよい。
　　　○・条例は、細かなことは書けないと思う。
　　　　・例えば、キウシト湿原は、何が貴重なのか、なぜ守らなければならないのか見方考え方を統一した知識を皆が持っていたい。参考になる話を聞きたいし、視察は必要。
　

３．次回視察について
　　　○・視察を行う方向で意見が出されているので実施に向け検討を進めたい。

・環境保全市民会議と合同で行い、その後意見交換を行いたい。候補地としては、自然を守る場所、育て上げると良くなる場所、景観やみどりが良くない場所が挙げられている。鷲別岬、国道の景観、キウシト湿原、フンベ山、足湯、泉源公園、富浦墓地から見る海岸線、札内演習場から見る景観が出されている。ルート選定は、任せていただきたい。
　　　　・環境保全市民会議との調整はあるが、１０月６日（土）を第１候補として、午後１時から５時の日程で調整する。
４．次々回までの宿題

　　　○条例に盛り込みたいことを、守るべき視点、育てていく視点、市民の意識作りの視点から意見を伺いたい。

　　　○条例のつくりが解らないので、どこかいいと思われる条例を見せて欲しい。参考として出してもらえれば宿題の参考になるが。
　　　○大きく規制条例と理念条例のパターンがある。さらの状態でどちらのパターンかを決めてから出したいと考えている。
５．決定事項
　　①　平成１９年１０月６日（土）午後１時から　第３回策定プロジェクト会議として「市内視察」を環境保全市民会議と合同で行う。ルート選定は、今回意見を出された場所からプロジェクトチームリーダーが行う。
　　②　第４回策定プロジェクト会議では、条例に盛り込みたいことを「守るべき視点」、「育てていく視点」、「市民の意識つくりの視点」から各自の意見を頂く。
　　③　各自の意見を大雑把にくくって、集約・文章化していく。
